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たくさんの人が見に来てくれました。ありがとう！

特に初日は昼休みになってすぐ走って来てくれた人も・・・。
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こんな本も入ってますよ！借りにきてね！

推し、燃ゆ／宇佐見りん著 河出書房新社
１０年以上推していたアイドルが炎上、突然の引退宣言。

推すこと＝生きる理由だった主人公はどうなるのか？

ちょっと身に覚えのある人、必読です。

絵がふつうに上手くなる本／よー清水著 SBクリエイティブ

「ふつうに上手くなるのが一番難しいんじゃ！！」ですよね・・・。

この本は、みんなが知りたい「ふつう」を丁寧に教えてくれます。

デジタルで絵を描きたい人・もっとうまくなりたい人・絵を仕事にし

たい人におすすめです！

爺さま・猫軍vs婆さまの戦いはその後も続いていくと見えたが、事態は急展開を迎

えた。相変わらず猫は婆さま宅のベランダで毎日のようにくつろぎきった姿を見せ

ていたが、私はふと違和感を覚えた。よくよく観察してみると、猫が居る時には婆さ

ま宅の窓が少し開いているのである。たまたまかとその時は思ったが、次の日もそ

の次の日も、猫が居る時窓は開いている。ここで私は一つの確信を得るに至った。

間違いない。

奴は飼われている。

婆さまは請われれば窓を開けて、外に出してやっている。

婆さまが根負けしたのか、好敵手として情が沸いたのか定かではないが、とにかく

猫は婆さま宅の飼い猫と相成った。誰にも予想のつかなかった展開ではないか！

猫という生き物のしたたかさと、爺さまはその後どうなったのかを思い私は思わず

嘆息してしまうのであった。（K）

vol.２２
「猫とギョニソと

爺さまと婆さま（ファイナル）」図書館からの

お知らせ

読書感想文、

フィールドワーク、

東高レポート用の本は
早めに借りに来てね！

（いいものから先に無くなります）


